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授業そっちのけで、突然の訪問者を見に窓際に
群がる子どもたち。人の瞳は好奇心によって磨
かれるのだろうか。(2012年7月、バングラデシュ 
バゲルハット県南端の村にて。撮影：藤﨑文子）
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「
寄
付
」って

な
ん
だ
ろ
う

12月は寄付月間です。

寄付月間（Giving December）とはNPO、企業、
行政などが協働で行っている全国的なキャンペーン
です。この寄付月間は、一人ひとりが寄付につい
て考えたり、実際に寄付してみたり、日本で
寄付が進むきっかけにしようという思いか
ら、2015年から始まりました。
私たちNPO/NGOの活動と切っても切
れない関係である「寄付」。これを読
んでいる皆さまも、きっと何かしらの
寄付をした経験があるのではないで
しょうか。
けれど「寄付」についてこれまでしっ
かりと学んだり、考えたことはありま
すか。寄付って結局何に使われるの？
そもそもNPO/NGOってどうやって
運営してるの？ 今回の特集ではこ
の寄付月間を機に、知っている
ようで知らない「寄付」を紐解
き、みんなで寄付について考
えたいと思います。

インタビュー・文
上嶋 佑紀（国内活動グループ）
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集
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特 集「寄付」ってなんだろう？

ジムに通い始めました。割るぞ腹筋、伸ばすぞ背筋♪ （赤井希／クラフトリンク）うちの猫、あずき。東北弁で“あんじゅぎ”と呼ばれて、返事は「みゃっ」（アラフジャバディ寧予／ステナイ生活）

よくわかる！
寄付入門
－シャプラニールの寄付を分解！－

NPO/NGOの収入源には主に「会費」「寄付」「助
成金」「事業収入」などがあり、それらを資金として
活動しています。この規模やバランスは団体によっ
てさまざまです。これは、団体の活動分野等に大き
く左右されます。
国際協力に限らず国内の震災復興や障害者支援
など、さまざまな分野で活動しているNPO全体の
平均でみると意外にも事業収入の割合が最も高く
なっていますが（図1）、シャプラニールのような、海
外で活動している国際協力NGOに絞ってみると寄
付金収入が最も多くなっています（図2）。

いわゆる寄付はこのカテゴリーに入ります。通年
で受け付けている寄付のほか年末年始募金など
の季節募金や、募金箱による寄付などがカウント
されます。
使途が指定されていないため団体にとって自由度
が高く、さまざまな活動に使用されます。

NPO/NGOの財源を見てみようさまざまな寄付の形

１一般寄付
（使途指定なし、寄付金控除対象）

図1：NPOの収入の内訳

一般寄付額推移

図3：シャプラニールの収入構造（2017年度）

図2：NGOの収入の内訳

出典：平成29年度特定非営利活動法人に関
する実態調査報告書(内閣府)を基にシャプラ
ニールが作成

出典：NGOデータブック2016(国際協力NGO
センター)を基にシャプラニールが作成

ではシャプラニールの収入構造を見てみましょう
（図3）。シャプラニールの財源は寄付金が最も多
く43%を占めています。その他には助成金、事業
収入（クラフトリンクの販売）、そして皆さまからの会
費などがあります。
NPO/NGOが財政基盤を考えるときに、それぞれ
の団体の特性に見合った収入バランスを考慮する
ことが重要です。シャプラニールの場合は、用途
が制限される助成金に頼りきらず、自由度が高く自
立した活動が可能なバランスのとれた収入構造に
なっています。

シャプラニールはさまざまな寄付メニューを用意しています。皆さまの金額・用途のご希望に合わせて
寄付の方法をご検討いただければと思います。皆さまからのご寄付は、私たちの活動に大切に活用させていただきます。

※2014年度、2017年度は大口の相続遺贈による寄付があり金額が大きくなっている

マンスリーサポーターは毎月千円以上の一定額を
寄付して継続支援する制度です。実はマンスリー
サポーター費は会費ではなく寄付金扱いになりま
す。これは会員と違い議決権などの対価性を有し
ないので寄付金として扱われます。よって確定申告
時に手続きをすれば寄付金控除の対象となります。

2 マンスリーサポーター費
（使途指定なし、寄付金控除対象）

シャプラニールのようなNPO/NGOが活動する上で必要な資金はどこから出てきていると思いますか。
活動現場でのことは取り上げられても、資金面について語られることは少ないと思います。
私たちNPO/NGOにとって、現地に寄り添った活動と、そしてそのための資金、そのどちらが欠けて
いても効果的かつ持続的な支援活動はできません。

さらにシャプラニールに集まる寄付の種類を見てみましょう。一口に寄付といっても、さまざまな形があります。

マンスリーサポーター費推移

応援したいプロジェクトや国にのみ使われる寄付
です。シャプラニールでは子どもの支援事業に使
われる「子どもの夢基金」や、指定した国での活動
にのみ使われる「バングラデシュ指定」、「ネパール
指定」などのメニューがあります。
支援者の方が応援したいプロジェクトにだけ使わ
れるので、より自分の希望に沿ってお金を託すこと
ができます。

3 基金・指定寄付
（使途指定あり、寄付金控除対象）

基金・指定寄付額推移

※2015年度はネパール大地震による寄付があり金額が大きくなっている

現金ではなく、書き損じはがきや切手、金券、書籍
など皆さまの使わなくなった不要品を集めて換金
し、資金として活用する寄付です。物品寄付のメ
リットは、不要品を送るだけなので参加のハードル
が低く、気軽に参加できることです。寄付金額も
年 増々加しています。

4 物品寄付＝ステナイ生活
（使途指定なし、寄付金控除対象外）

ステナイ生活寄付額推移

お金、あるいはお金にかわるものの寄付だけでなく、時間の寄付＝ボランティアや、場所の提供という寄付の形
もあります。シャプラニールでは、ステナイ生活の仕分けボランティアを通年募集しています。東京事務所に
は毎日多くの方が来てボランティアをしています。

5 その他

寄付金
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バングラデシュ事務所 マフザ・パルビン

異常なまでの渋滞、道端の穴、土埃まみれの空気、アザーンの放送、帰国後どれも恋しく思えて不思議です。（猪瀬絢子／クラフトリンク）『前に進め』（「二十九、三十」/クリープハイプ）（上嶋佑紀／国内）

実際にシャプラニールに寄付をいただいている方から、どのような
想いでシャプラニールを支援してくれているのか伺いました。

マンスリーサポーター　山下めぐみさん

　私は、2010年に青年海外協力隊に参加し、ネパールで2年間、肢体不
自由のある子どものリハビリテーションを通し、人や文化に触れ、かけがえ
のない日々 を送りました。帰国後は、国際協力の在り方を模索しつつもそ
こから遠ざかる毎日の中、2015年にネパールで大地震が起きました。そこ
で、勤務先の協力を得てネパールへの募金を企画し、友人がかかわるシャ
プラニールに託すことにしました。シャプラニールは、日本にいる私達に
とっても、目に見える温かい支援を提供してくれました。これを機に、マン
スリーサポーターを始めました。仕事をしながら、世界と繋がることができる

「私なりの国際協力」の一つとして、末永く続けていきたいと思います。

皆さまからいただいたご寄付はシャプラニールの活動地で大切に活用しています。実際に現地で事業
に携わっている職員から、会員・寄付者の皆さまへメッセージを預かってきました。

　いつも私たちの活動を支えてくださりあ
りがとうございます。皆さまの支援により、
バングラデシュの少女たち、特に8歳～
18歳の働かざるを得ない少女たちへの支
援を継続して行うことができています。彼
女たちは、家事使用人として雇用主の家
に来た日から、幼少時を子どもとして過ご
せなくなってしまうという過酷な状況にあ
ります。特に7～9歳の少女たちにとって、
親と離れて暮らさざるを得ない状況には
心が痛みます。ですが、彼女たちのため
に運営している支援センターで学び、さま
ざまな技術を身につけることで、通い始め
て数カ月すると少女たちは少しずつ自信を
つけ、自分の将来について夢を持つように
なります。

兵庫県在住、理学療法士。マンスリーサポー
ターとして2015年よりシャプラニールを支援

PROFILE
2009年7月に入職し、少女や
障害者の権利に関するプロ
ジェクトに携わった後2010
年より家事使用人の少女た
ち支援のプロジェクトを担当。
2012年～2014年は新たに
立ち上げた少女を家事使用
人として都市へ送り出さない
ためのアドボカシープロジェ
クトを担当した後、再度現在
のプロジェクト担当となった。
2017年6月に来日し、バング
ラデシュで働く少女たちの現
状を伝えるべく約3週間日本
全国12カ所でキャラバンを
行った。

　寄付者の方からお送りいただく寄付、特にステナイ生活の物品寄
付とともにお手紙が添えられていることがあります。ご自身の思い出の
品、亡くなったご家族の遺品、さまざまな想いでシャプラニールに寄付
をされていますが、共通しているのは、社会を良くしたい、この物品を
何か社会の役に立てたいという気持ち。そんな心のこもったお手紙を
いくつかご紹介します。

ステナイ生活の物品寄付者の皆さまからのお手紙紹介

広島県在住、F.Hさん、男性

東京都在住、M.Sさん、女性東京都在住、E.Kさん、女性

　他にノルシンディ県の中洲で暮らす子ど
もたちへの支援やディナジプール県の先
住民の子どもたちへの支援、およびクル
ナ県で行っている防災活動支援など、全
て子どもたちが自身の権利を取り戻すこと
につながっています。それもこれも、みな
さんの継続したサポートがあるからこその
成果です。

（プログラム・アシスタントオフィサー）

　2015年4月25日の大地震の時には多
くの方 が々緊急救援のために寄付をして
くださり、ありがとうございます。地震発生
から3年半が過ぎ、一時高まった防災の意
識は薄れつつあると感じています。そのよ
うな中で、私たちは地震防災活動として、
資料や動画を使って防災情報を発信する
ラーニングセンターをカトマンズ盆地内で
2つ運営しています。
　このラーニングセンターには特に女性と
子どもが多く通っています。センターで来
訪者を待つだけではなく、学校や外部のイ
ベントに積極的に行って非常持ち出し袋、
家具の固定の重要性などを広めてもいま

PROFILE
2004年1月入職。ストリート
チルドレン支援事業、地震防
災キャンペーン事業などを経
て、現在はネパール大地震復
興および防災事業とクラフト
リンクを担当。2012年には
クラフトリンクのSheソープの
品質管理やマーケティング研
修に参加するため2週間ほど
日本に滞在し、日本で求めら
れる品質やデザイン性につい
ての理解を深めた。

ネパール事務所 スリジャナ・シュレスタ （プログラム・オフィサー）

地域住民と防災地図（ハザードマップ）を作成しました

ダッカ市内の支援センターにて少女たちにヒアリングする様子

す。このラーニングセンターは地域住民が
防災について知る拠点となっています。
　直接伝えることができず残念ですが、この
ような拠点が持てたことを本当に感謝して
います。大地震を生き残り、復興を目指す
人 を々支援できるのは皆さまのおかげです。

特 集「寄付」ってなんだろう？
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ま
ず
は
山
元
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
経
歴
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
現
在
は
非
営
利
組
織
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
大
学
生
の
こ
ろ
か
ら
国
際
協
力

の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
最
初
は
駐
在
員
に
憧
れ
イ
ン

タ
ー
ン
の
よ
う
な
形
で
団
体
に
所
属
し
て
い
た
の
で
す

が
、
そ
の
時
感
じ
た
の
は
N
G
O
に
は
い
わ
ゆ
る
現

場
の
プ
ロ
は
多
い
け
れ
ど
、
経
営
、
特
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
プ
ロ
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
部
分

が
不
足
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
財
政
・
組
織
基
盤
的
な

所
で
現
場
の
プ
ロ
が
本
来
以
上
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

出
せ
て
い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
ば
自
分
が

そ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ロ
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
の

が
始
ま
り
で
す
。

　
そ
こ
か
ら
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
5
年
間
勤
め
、

そ
の
後
「
N
P
O
法
人
か
も
の
は
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
入
職
し
、
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
や
管
理
部
門
な
ど

を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
2
0
1
4
年
に
独
立

し
ま
し
た
。

—
—

現
在
は
シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
の
評
議
員
と
し
て
会

に
か
か
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
が
、
山
元
さ
ん
か

ら
見
て
シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
の
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
の

特
徴
は
ど
こ
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

　
ま
ず
1
つ
は
自
己
財
源
率
が
高
い
こ
と
で
す
。
財
源

の
7
割
以
上
が
寄
付
や
会
費
、
ク
ラ
フ
ト
リ
ン
ク
の
事

業
収
入
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
助
成
金
な
ど
の
他
者
財

源
（
使
途
や
期
間
が
限
定
さ
れ
て
い
る
財
源
）
に
頼
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　
2
つ
目
は
仲
間
が
多
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
仲
間
の

あ
り
方
が
と
て
も
多
様
に
あ
り
ま
す
。
私
は
「
フ
ァ
ン

ド
レ
イ
ジ
ン
グ
は
〝
フ
レ
ン
ド
〟
レ
イ
ジ
ン
グ
」
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
お
金
を
集
め
る
の
で
は
な
く
、
団
体

の
ビ
ジ
ョ
ン
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
一
緒
に
実
現
し
て
く
れ

る
仲
間
を
集
め
る
こ
と
が
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
の
本

質
で
す
。
例
え
ば
寄
付
を
し
て
く
れ
る
人
を
「
寄
付
者
」

と
呼
び
、
お
金
で
な
く
時
間
を
提
供
し
て
く
れ
る
存
在

を
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」、
専
門
性
を
提
供
し
て
く
れ
る

方
を
「
プ
ロ
ボ
ノ
」、
知
見
や
人
脈
を
提
供
し
コ
ミ
ッ

ト
し
て
く
れ
る
の
が
「
理
事
・
評
議
員
」、
人
生
の
一

部
を
持
ち
寄
る
の
が
「
職
員
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
う
い
っ
た
多
様
な
人
た
ち
が
集
ま
り
思
い
を

実
現
す
る
場
が
N
P
O
／
N
G
O
で
す
。
フ
ァ
ン
ド

レ
イ
ザ
ー
が
集
め
な
い
と
い
け
な
い
物
の
う
ち
、
お
金

は
そ
の
一
部
で
し
か
な
く
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た

め
に
必
要
な
知
見
や
ヒ
ト
、
情
報
も
そ
の
対
象
で
す
。

　
シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
の
活
動
を
見
て
み
る
と
、
例
え
ば

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
を
頻
繁
に
開
催
し
て
参
加
者
を

集
っ
た
り
、「
ス
テ
ナ
イ
生
活
」
と
い
う
気
軽
に
参
加

で
き
る
形
を
用
意
し
て
い
た
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
年
々

増
加
し
お
金
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。
ま
た
寄
付
に
抵
抗

が
あ
る
方
も
ク
ラ
フ
ト
リ
ン
ク
の
購
入
を
通
じ
て
の
支

援
が
で
き
る
。
こ
う
い
っ
た
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
＝

フ
レ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
す
る
う
え
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
の
参
加
の
デ
ザ
イ
ン
が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の

が
特
徴
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
3
つ
目
は
熱
心
な
会
員
さ
ん
が
多
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
先
日
初
め
て
シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
の
総
会
に

参
加
し
、
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
て
こ
れ
が
本
来

あ
る
べ
き
総
会
の
形
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

—
—

で
は
、
シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
の
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ

ン
グ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

　
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
部
門
だ
け
で
は
な
く
、
全
組

織
的
な
巻
き
込
み
を
も
う
少
し
増
や
す
と
い
い
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
ク
ラ
フ
ト
リ
ン
ク
購
入
者
が
寄
付
を
し

て
く
れ
た
り
、
会
員
に
な
っ
て
く
れ
た
り
と
、
全
員
が

全
員
そ
う
な
る
必
要
は
な
い
の
で
す
が
、
し
た
い
と
思
っ

た
人
が
す
ぐ
に
で
き
る
よ
う
な
受
け
皿
を
用
意
し
て
お

く
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
他
に
も
ス
テ
ナ
イ
生
活
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
も
っ
と

活
動
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
感
じ
た
時
に
参
加
で
き
る

勉
強
会
を
開
催
し
た
り
な
ど
、
参
加
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
を
す
る
階
段
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
お
く
と
い
い
と

思
い
ま
す
。

　
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
と
は
、直
訳
す
れ
ば「
資

金
調
達
」で
あ
り
、N
P
O
／
N
G
O
が
活
動
す
る

上
で
必
要
と
な
る「
資
金
」を
集
め
る
こ
と
を
指
し

ま
す
。シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
評
議
員
で
あ
り
、日
本
フ
ァ

ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
協
会
理
事
の
山
元
圭
太
さ
ん
に
、

シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
の
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
に
つ
い

て
、ま
た
日
本
に
お
け
る
寄
付
・
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ

ン
グ
の
今
後
に
つ
い
て
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

PROFILE
山元 圭太（やまもと・けいた）

シャプラニール評議員、合同会社喜代七代
表、国際協力NGOセンター（JANIC）理事。
日本ファンドレイジング協会理事・認定講師・
認定ファンドレイザー。経営コンサルティン
グファームで経営コンサルタントとして5年、
NPO法人かものはしプロジェクトでファンド
レイジング担当ディレクターとして5年半の
キャリアを経て、非営利組織専門のコンサル
タントとして独立。

「
フ
ァン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
は

フ
レ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
」

—

「
誰
も
取
り
残
さ
な
い
」
を
実
現
す
る
仲
間
を
集
め
る—

ようやく3カ月。初めてのデスクワークは聞くともなしに耳に入るボランティアさんたちのおしゃべりが楽しみ。（大井五月／クラフトリンク）

特 集「寄付」ってなんだろう？

専
門
家
に
聞
く
！
　シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
の
〝
資
金
調
達
力
〟

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
／
上
嶋 

佑
紀
（
国
内
活
動
グ
ル
ー
プ
）

毎日おいしいランチをみんなで食べるバングラデシュ事務所。太りそうで怖い。。。（内山智子／バングラデシュ駐在員）

●
ス
テ
ナ
イ
生
活
仕
分
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
テ
ナ
イ
生
活
の
物
品
寄
付
（
は
が
き
や
切
手
）

の
仕
分
け
や
カ
ウ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
。
年
齢

不
問
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

●
ク
シ
ク
シ
倶
楽
部

社
会
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ
で
す
。
月
に

一
回
集
ま
り
、
海
外
協
力
や
身
近
な
問
題
に
つ
い

て
の
イ
ベ
ン
ト
や
勉
強
会
を
企
画
・
運
営
し
て
い

ま
す
。

●
ユ
ー
ス
・
チ
ー
ム

学
生
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
を

し
て
い
る
大
学
生
～
若
手
社
会
人
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ
で
す
。

●
シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
劇
団

演
じ
る
こ
と
で
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
や
ネ
パ
ー

ル
の
生
活
・
文
化
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
、

1
9
9
4
年
に
結
成
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ

ル
ー
プ
で
す
。

●
地
域
連
絡
会

シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
の
活
動
や
現
地
の
生
活
・
文
化

な
ど
を
各
地
域
で
伝
え
る
た
め
、
全
国
約
20
ヶ
所

で
会
員
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
グ
ル
ー
プ
で
す
。

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参

加
や
ご
質
問
等
は
シ
ャ

プ
ラ
ニ
ー
ル
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
！

シャプラニールのボランティア紹介！

東京事務所のステナイ生活
仕分けボランティアの様子

さまざまな参加のカタチ



イ

タ

ュ

を

え

ン

ビ

ー

終

て

社
会
を
変
え
る
？

「
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
」と
い
う
仕
事

　
こ
の
特
集
内
で
も
何
度
か
出
て
き
て
い
る
「
フ
ァ

ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
」
も
し
く
は
「
フ
ァ
ン
ド
レ
イ

ザ
ー
」と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
山
元
評
議
員
も
指
摘
し
て

い
た
よ
う
に
、
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
の
本
質
は
お

金
＝
資
金
集
め
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
も
っ
と
深

く
、
大
き
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
フ
ァ
ン
ド

レ
イ
ジ
ン
グ
は
フ
レ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
」。
団
体
の

ビ
ジ
ョ
ン
に
共
感
し
て
も
ら
い
、
支
援
者
＝
仲
間
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
、
そ

し
て
私
た
ち
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
の
役
割
で
す
。
今

回
の
特
集
を
通
じ
て
、
普
段
な
か
な
か
見
え
に
く
い

N
G
O
の
財
政
や
寄
付
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
、
考

え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
の
も
、
大
切
な
寄
付
を

預
か
る
役
割
と
し
て
必
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
そ
れ
に
従
事
し
て
い
る
フ
ァ
ン
ド
レ
イ

ザ
ー
と
い
う
役
割
も
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で

す
。

　
こ
の
仕
事
を
通
じ
て
、
少
し
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
社
会
を
よ
く
す
る
流
れ
を
作
っ
て
い
る
と
信
じ

て
、私
た
ち
は
活
動
し
て
い
ま
す
。

上
嶋
佑
紀
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寄
付
総
額
は
1
・
1
兆
円
だ
っ
た
も
の
が
2
0
1
6
年

に
は
1
・
5
兆
円
に
ま
で
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
今
の
遺

贈
寄
付
の
増
加
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
流
行

な
ど
を
考
え
る
と
、
こ
の
増
加
傾
向
は
ま
だ
ま
だ
続
く

と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
「
広
義
で
」
と
言
っ
た
の
は
、
例
え
ば
ふ
る
さ

と
納
税
は
税
制
度
で
す
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
は
寄
付
型
で
は
な
く
リ
タ
ー
ン
が
発
生
す
る
購
入
型

が
大
半
で
す
。
社
会
的
投
資
・
融
資
が
増
え
て
い
っ
た

と
し
て
も
、
会
計
上
は
資
本
や
借
入
金
に
入
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
う
や
っ
て
通
常
の
寄
付
の
枠
を
超
え
て

さ
ま
ざ
ま
な
お
金
の
流
れ
が
増
え
て
き
て
い
て
、
い
わ

ゆ
る
狭
義
で
の
寄
付
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
る
と
、

追
い
つ
か
な
く
な
り
ま
す
。

　
狭
義
の
意
味
で
の
寄
付
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
も
ち
ろ

ん
、
広
義
の
意
味
の
寄
付
に
つ
い
て
も
自
分
た
ち
に
必

要
な
時
に
い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
、
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー

は
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

—
—

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
評
議
員
と
し
て
シ
ャ
プ
ラ

ニ
ー
ル
に
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
か
。

　
こ
れ
か
ら
も
現
場
の
プ
ロ
の
人
た
ち
が
本
来
以
上
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
出
せ
る
よ
う
財
政
基
盤
・
組
織
基

盤
を
作
る
こ
と
で
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　

　
ま
た
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
の
よ
う

な
歴
史
あ
る
団
体
で
ど
う
や
っ
て
作
っ
て
い
け
る
の
か

と
い
う
こ
と
が
私
に
と
っ
て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
も
あ
り

ま
す
。

—
—

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
少
し
話
は
変
わ
り

ま
す
が
、
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
の
専
門
家
の
山
元
さ

ん
か
ら
見
て
、
こ
れ
か
ら
日
本
の
寄
付
市
場
は
ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
か
。

　
広
義
で
の
寄
付
市
場
は
こ
れ
か
ら
も
広
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
寄
付
白
書
（
日
本
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン

グ
協
会
発
行
）
に
よ
る
と
2
0
0
9
年
の
個
人
・
法
人

　海外と比べて寄付文化が根付いていないといわれ
ている日本。でも本当にそうなのでしょうか？まず、（図
1）を見てみましょう。

　私は着実に寄付は根付いてきているし、元 日々本に
はその土壌があると思っています。まず一つは、日本
国内でも洪水など自然災害による被害、子どもの貧
困、少子高齢化など社会問題を多く抱え、日本は「課
題先進国」とまで呼ばれています。そして、そのことに
より自分たちが抱える課題に目を向ける人が増えてき
ているように感じます。特に今年は自然災害が多かっ
たので、ボランティアに参加したり、何らかの寄付を
行ったという人も多いのではないでしょうか。
　また社会課題解決に向けたお金の動きも多様化し
ています。身近なところで言うと、Tポイントなどによる
ポイント寄付が一般的になってきたり、クラウドファン
ディングもここ数年で一気に知名度や利用数が伸びま
した。仮想通貨による寄付なども増えてきています。
　特に大きいのはふるさと納税です。2014年に388
億円だったふるさと納税総額は2016年には2844億
円にまで急速に拡大しました（図2）。

　過剰な返礼品競争や、ポータルサイトの普及によ
り、応援したい自治体でなくもらえる返礼品で寄付先
を選び、本来の目的を失っているという問題点はある
ものの、社会課題解決に向かう大きなムーブメントに
は違いありません。他にも休眠預金活用法の施行な
ど、お金の流れが増加及び多様化しています。こう
いった昨今の動きから、従来のいわゆる「寄付」という
概念ではとらえられない寄付やお金の動きが、ますま
す加速しているように感じます。

上嶋 佑紀（国内活動グループ、日本ファンドレイジング協会認
定ファンドレイザー）

　2011年の東日本大震災の時には日本全国から非
常に多くの寄付金が被災地支援として寄せられまし
た。その後、一度下がりはしたものの、震災前から比
較すると拡大傾向が続いています。また最新のデータ
では20歳以上79歳以下の男女の約半数が何らかの
寄付を行っています。
　続いて、海外との比較（表1）を見てみましょう。

図1：個人寄付総額・寄付者率

特 集「寄付」ってなんだろう？

表１：寄付先進国との比較

　寄付が進んでいるといわれているアメリカやイギリ
ス、そしてお隣韓国と比較してみると、名目GDP比が
非常に低いことが分かります。韓国には寄付総額で
は若干ながら上回っているものの、GDP比では大きな
差を付けられています。
　やはり日本には寄付文化は根付いていないのでしょ
うか。

個人寄付総額（2016）
※韓国のみ2014　※円換算額

名目GDP比
（2014）

個人寄付平均額（2016）
※韓国のみ2014　※円換算額

日本 7,756億円 0.14% 27,013円

韓国 6,736億円 0.50% 9,095円

イギリス 1兆5,035億円 0.54% 74,400円

アメリカ 30兆6,664億円 1.44% 125,664円
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出典：寄付白書2017（日本ファンドレイジング協会）を基に筆者作成

出典：寄付白書2017（日本ファンドレイジング協会）を基に筆者作成

出典：ふるさと納税に関する現況調査結果　
平成29年度実績（総務省）を基に筆者作成

図2：ふるさと納税寄付額推移
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